
          

    ◎行政報告 

○議長（山本浩平君）  日程第３、行政報告を行います。 

 町長から行政報告の申し出がありましたのでこれを許可いたします。 

 戸田町長。 

〔町長 戸田安彦君登壇〕 

○町長（戸田安彦君）  平成 26 年白老町議会定例会 11 月会議の再開にあたり行政報告を

申し上げます。 

 平成 25 年 10 月に実施された会計検査院による北海道会計実地検査についてであります。

先般の議会全員協議会でもご報告したとおり、本町が平成 23 年度で実施した重点分野雇用創

出事業のうち３事業が新規雇用失業者の募集手続き及び事務費の積算方法等が適切ではなかっ

たとして同院調査官により指摘を受け、結果として平成 26 年 11 月７日付け同院の検査報告

により指摘箇所については補助対象とは認められず総額 443 万 9,906 円を北海道に返還する

こととなりました。このような事態が発生したことは誠に遺憾であり町民の皆様に対し深くお

詫びするとともに今後も職員の指導等をなお一層努める所存であります。なお当該費用の予算

措置については定例会 12 月会議にてご提案する予定でございますのであわせてご理解いただ

きますようよろしくお願い申し上げます。 

 次に白老日台親善協会主催「台湾親善の旅」への参加についてであります。11 月６日から

10 日までの間トップセールスのため白老日台親善協会会員の皆様とともに総勢 47 名で台北市

を訪問してまいりました。本事業は台湾との人的・文化的な親睦交流、また経済交流と観光振

興の推進を目的とし今後における台湾と白老の懸け橋となるために実施されたものであります。

事業内容としては親善訪問団全員で蒋介石初代総統を顕彰する施設「中正記念堂」を訪れ、蒋

総統の記念像への献花を行い、その後私と当親善協会の代表役員６名で台湾の外務省に当たる

外交部亜東太平洋司の李明宗総領事回部弁事ら政府高官との懇談を行い、人・文化・経済・観

光などの幅広い分野について和やかな雰囲気の中１時間半にわたり意見交換を行ったものであ

ります。またことしは４日間で 33 万 7,000 人が来場した台湾最大の「第 22 回 台北国際旅

行博」に出展していた北海道観光ＰＲブースにおいて 2020 年に開設が決定した国立博物館、

アイヌ民族博物館そして白老牛や虎杖浜たらこのなどの豊富な食材を中心に多くの来場者に本

町が持つ魅力について詳しく説明の上精力的にＰＲを行ってまいりました。 

 次に日米共同訓練に伴う白老港の利用についてであります。去る 10 月 10 日に在日米軍司

令部より 10 月 27 日から 11 月７日まで北海道大演習場で行われる日米共同訓練に伴う機材等

の搬出入のため、民間コンテナ船の白老港第３商港区への寄港要請があり、町民の安全性が確

認されたことから 15 日に寄港を了承いたしました。コンテナ船は 21 日入港し荷卸し完了後

の 25 日に一旦港を離れ、訓練終了後の 11 月５日に再入港し積み込み完了後の 11 日に出港い

たしました。白老港における機材等の搬出入については町民の安全・安心を確保した中、不測

の事故等もなく順調に進められたところであります。なお寄港により第３商港区周辺の警備が

必要と判断し、警備委託料については入港日が迫っていたことから予備費を充当し対応したと

ころであります。 



 次に町総合体育館地下埋設管の取替工事についてであります。冬期の使用に際し暖房機器の

燃料実験を行ったところ目詰まり等による重油の供給不全が確認されたことから、町民の体育

館利用に支障がでないよう早急な対応が必要と判断し、敷設後 44 年が経過している地下埋設

管の取替工事を行ったところであります。なお工事に係る経費については予備費を充当し対応

したところであります。 

 本 11 月会議には議案８件、報告１件を提案申し上げておりますのでよろしくご審議賜りた

いと存じます。 

○議長（山本浩平君）  次の日程に入ります前にお諮りいたします。 

 議案の内容等により先議あるいは日程の変更等はあらかじめ議長に一任していただきたいと

思いますがこれにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本浩平君）  ご異議なしと認めます。 

 それではそのように取り扱いをさせていただきます。 

 


